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答

弁

第

二

三

号 
   

衆
議
院
議
員
矢
山
有
作
君
提
出
東
大
農
学
部
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
民
間
企
業
に
よ
る
不
正
使
用
問
題
と
虚
偽
報

告
等
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
一
〇
三
第
二
三
号 

昭
和
六
十
一
年
二
月
四
日 

衆

議

院

議

長 
坂 

田 

道 

太 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

中 

曽 

根 

康 

弘 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
矢
山
有
作
君
提
出
東
大
農
学
部
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
民
間
企
業
に
よ
る
不
正
使
用
問 

題
と
虚
偽
報
告
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

（ 一 ） 

東
京
大
学
農
学
部
附
属
生
物
環
境
制
御
シ
ス
テ
ム
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。）
に
お
け
る
昭

和
五
十
七
年
度
の
電
子
計
算
機
の
機
種
選
定
に
当
た
つ
て
は
、
セ
ン
タ
ー
の
運
営
委
員
会
の
下
に
設
置
さ

れ
た
機
種
選
定
委
員
会
に
お
い
て
、
三
菱
電
機
株
式
会
社
、
日
本
電
気
株
式
会
社
及
び
株
式
会
社
日
立
製

作
所
の
三
社
か
ら
の
提
案
書
に
つ
い
て
、
学
部
内
か
ら
の
要
望
事
項
を
踏
ま
え
て
検
討
し
た
結
果
、
日
本

電
気
株
式
会
社
（
以
下
「
Ｎ
Ｅ
Ｃ
」
と
い
う
。
）
の
提
案
が
他
社
の
提
案
と
比
較
し
て
優
れ
て
い
る
こ
と
を
評
価

し
て
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
製
の
機
種
を
選
定
し
た
も
の
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

同
機
種
が
選
定
さ
れ
た
後
、「
主
要
な
全
チ
ャ
ン
バ
ー
と
の
結
合
」
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
の
強
い
意
見 



（ 二 ） 

昭
和
五
十
七
年
度
に
お
け
る
セ
ン
タ
ー
の
電
子
計
算
機
の
機
種
更
新
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
仕
様
書

が
作
成
さ
れ
て
い
な
か
つ
た
こ
と
、
機
種
選
定
委
員
会
で
の
検
討
に
当
た
つ
て
考
慮
す
べ
き
要
件
が
必
ず

し
も
明
確
で
な
く
、
ま
た
、
検
討
が
不
十
分
で
あ
つ
た
こ
と
、
Ｍ
Ｓ
五
〇
及
び
Ｍ
Ｓ
三
〇
に
つ
い
て
納
入

が
機
種
選
定
委
員
会
に
お
い
て
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
セ
ン
タ
ー
長
は
、
こ
の
意
見
を
受
け
て
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
に

対
し
、
必
要
と
さ
れ
て
い
た
要
件
を
満
た
し
つ
つ
、
提
案
を
修
正
す
る
よ
う
求
め
、
修
正
さ
れ
た
提
案
に
基

づ
き
、
昭
和
五
十
六
年
十
月
十
三
日
の
運
営
委
員
会
に
お
い
て

、

セ

ン

タ

ー

長
が
次
期
シ
ス
テ
ム
の
内
容

の
概
略
を
黒
板
に
書
い
て
説
明
を
行
つ
た
結
果
、
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
三
五
〇
、
Ｍ
Ｓ
五
〇
及
び
Ｍ
Ｓ
三
〇
の
三
装
置

で
構
成
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
採
用
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

な
お
、
同
日
の
運
営
委
員
会
に
出
席
し
た
委
員
は
、
熊
澤
喜
久
雄
教
授
（
セ
ン
タ
ー
長
）
、
中
島
哲
夫
教

授
、
平
野
礼
次
郎
教
授
、
白
井
清
恒
教
授
、
土
井
淳
多
教
授
、
茅
野
充
男
助
教
授
、
田
中
学
助
教
授
及
び
菅

野
茂
助
教
授
（
澤
崎
坦
教
授
の
代
理
）
で
あ
り
、
そ
の
会
議
録
は
作
成
さ
れ
て
い
な
い
と
承
知
し
て
い
る
。 

四 

 



で
の
検
収
が
確
認
で
き
な
い
こ
と
な
ど
、
必
ず
し
も
適
切
に
行
わ
れ
て
い
な
い
点
が
あ
つ
た
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
は
遺
憾
で
あ
る
。 

ま
た
、
Ｍ
Ｓ
五
〇
及
び
Ｍ
Ｓ
三
〇
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
と
の
無
償
使
用
貸
借
契
約
に
基
づ
い
て
使
用
し

て
い
た
も
の
で
あ
り
、
借
料
は
支
払
つ
て
い
な
い
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。 

な
お
、
各
装
置
と
も
搬
入
さ
れ
た
時
か
ら
標
準
機
能
に
よ
り
稼
動
し
て
い
た
が
、
Ｍ
Ｓ
五
〇
及
び
Ｍ
Ｓ
三

〇
に
つ
い
て
は
、
使
用
者
か
ら
画
像
処
理
及
び
チ
ャ
ン
バ
ー
制
御
に
つ
い
て
種
々
の
要
望
が
出
さ
れ
た
た
め

に
新
た
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
研
究
開
発
が
必
要
と
な
り
、
新
た
に
開
発
さ
れ
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
用
い
た
稼

動
が
開
始
す
る
ま
で
に
時
間
を
要
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
三
五
〇
に
つ
い
て
は
、
前
機
種
よ

り
性
能
が
優
れ
た
も
の
で
あ
り
、
導
入
後
、
低
利
用
で
は
あ
つ
た
も
の
の
、
機
種
そ
の
も
の
に
は
欠
陥
が
認

め
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
と
承
知
し
て
い
る
。 

時
点 

五 

 



（四） 

昭
和
五
十
七
年
当
時
に
お
い
て
、
植
物
を
中
心
と
し
た
生
物
の
環
境
条
件
を
電
子
計
算
機
で
制
御
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
セ
ン
タ
ー
の
シ
ス
テ
ム
と
類
似
の
シ
ス
テ
ム
は
、
九
州
大
学
生
物
環
境
調
節
セ
ン
タ
ー

（
以
下
「
九
州
大
学
」
と
い
う
。
）
、
環
境
庁
国
立
公
害
研
究
所
（
以
下
「
公
害
研
究
所
」
と
い
う
。
）
等
で
試
作
さ
れ

て
い
る
。 

（三） 
研
究
用
画
像
処
理
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
と
お
り
、
大
き
な
容
量
の
電
子
計
算
機
を
使
用
す
る
こ
と
が 

必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
、
Ｍ
Ｓ
五
〇
で
処
理
し
た
デ
ー
タ
を
磁
気
テ
ー
プ
を
介
し

て
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
三
五
〇
で
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
構
成
と
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
と
承
知

し
て
い
る
。 

な
お
、
「
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
」
が
公
開
さ
れ
利
用
者
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
出
版
さ
れ
た
の
は
昭
和
五
十
七
年
十
二
月

で
あ
り
、
セ
ン
タ
ー
の
新
機
種
導
入
時
に
は
、
こ
れ
を
使
用
で
き
る
状
態
に
は
な
か
つ
た
と
承
知
し
て
い

る
。 

六 

 



（ 二 ） 

セ
ン
タ
ー
で
は
、
土
壌
中
の
水
分
含
有
量
を
計
測
・
制
御
す
る
と
い
う
全
く
新
し
い
要
素
を
含
ん
で
い

た
。 

承
知
し
て
い
る
。 

（ 一 ） 

九
州
大
学
、
公
害
研
究
所
等
の
シ
ス
テ
ム
は
、
一
台
の
グ
ロ
ー
ス
・
チ
ャ
ン
バ
ー
を
一
台
の
電
子
計
算

機
で
計
測
・
制
御
す
る
も
の
で
あ
り
、
九
州
大
学
の
広
範
囲
温
度
制
御
グ
ロ
ー
ス
・
チ
ャ
ン
バ
ー
並
び
に

公
害
研
究
所
の
複
合
大
気
汚
染
ガ
ス
暴
露
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
及
び
植
物
環
境
系
の
解
析
の
た
め
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、
環
境
制
御
と
い
つ
て
も
そ
の
内
容
は
一
様
で
は
な
く
、
部
分
的
に
は
既
に
技
術
開
発
さ

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
と
セ
ン
タ
ー
の
シ
ス
テ
ム
が
大
き
く
異
な
る
の
は
、
次
の
二
点
で
あ
る
と 

一
方
、
セ
ン
タ
ー
で
は
、
制
御
内
容
の
異
な
る
六
台
の
グ
ロ
ー
ス
・
チ
ャ
ン
バ
ー
を
一
台
の
電
子
計
算

機
で
同
時
に
計
測
・
制
御
す
る
こ
と
を
最
終
目
的
と
し
て
い
た
。 

七 

 



二
に
つ
い
て 

（二） 

Ｍ
Ｓ
五
〇
及
び
Ｍ
Ｓ
三
〇
の
検
収
が
確
認
で
き
な
い
こ
と
は
、
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
が
適
切
で
な
か
つ

た
た
め
と
思
わ
れ
、
遺
憾
で
あ
る
。 

（一） 

Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
三
五
〇
、
Ｍ
Ｓ
五
〇
及
び
Ｍ
Ｓ
三
〇
に
つ
い
て
は
、
学
部
内
か
ら
の
要
望
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
が
独
自
に
稼
動
す
る
と
と
も
に
、
相
互
の
結
合
に
よ
り
新
た
な
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、
賃
貸
借
契
約
に
基
づ
き
使
用
し
て
い
た
も
の
は
、
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
三
五
〇

の
み
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

れ
て
い
た
も
の
が
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
以
外
に
更
に
研
究
開
発
を
要
す
る
側
面
が
あ
つ
た
も
の
で
あ
る
と
承

知
し
て
い
る
。 

な
お
、
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
三
五
〇
に
つ
い
て
は
、
契
約
書
に
即
し
た
納
入
が
な
さ
れ
た
の
で
、
借
料
を
支
払
つ
て

い
た
も
の
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

八 

 



三
に
つ
い
て 

（二） 

Ｍ
Ｓ
五
〇
及
び
Ｍ
Ｓ
三
〇
に
関
し
て
は
使
用
時
間
を
示
す
メ
ー
タ
ー
が
な
か
つ
た
た
め
、
Ｎ
Ｅ
Ｆ
Ｓ
社

の
社
員
が
、
セ
ン
タ
ー
の
担
当
者
か
ら
聞
き
取
つ
た
使
用
時
間
を
電
子
計
算
機
使
用
時
間
通
知
書
に
記
入

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
遺
憾
な
が
ら
、
使
用
時
間
の
正
確
な
記
載
と
は
言
い
難
く
、
ま
た
、
Ｍ
Ｓ
三
〇
の

搬
入
前
に
お
け
る
使
用
時
間
の
記
載
は
、
錯
誤
に
よ
る
も
の
で
あ
つ
た
と
承
知
し
て
い
る
。 

（一） 

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
電
子
計
算
機
が
、
更
新
前
の
一
機
種
か
ら
更
新
後
に
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
三
五
〇
、
Ｍ
Ｓ
五

〇
及
び
Ｍ
Ｓ
三
〇
の
三
装
置
か
ら
構
成
さ
れ
る
も
の
に
な
つ
た
こ
と
等
に
よ
り
、
電
子
計
算
機
使
用
時
間

通
知
書
に
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
三
五
〇
の
使
用
時
間
を
記
入
す
べ
き
日
本
電
気
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

（
以
下
「
Ｎ
Ｅ
Ｆ
Ｓ
社
」
と
い
う
。
）
の
社
員
及
び
当
該
記
入
を
確
認
す
べ
き
セ
ン
タ
ー
の
担
当
者
の
両
者

が
、
錯
誤
に
よ
り
、
こ
れ
ら
三
装
置
を
一
体
の
も
の
と
考
え
た
た
め
、
同
通
知
書
に
使
用
時
間
が
併
せ
記

入
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
も
の
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

九 

 



（四） 

セ
ン
タ
ー
の
電
子
計
算
機
の
保
守
点
検
及
び
検
針
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｆ
Ｓ
社
の
社
員
が
行
つ
て
い
た
も
の
で
あ

り
、
電
子
計
算
機
使
用
時
間
通
知
書
に
は
、
す
べ
て
セ
ン
タ
ー
の
電
子
計
算
機
の
保
守
点
検
及
び
検
針
の
担

当
者
で
あ
る
同
社
の
社
員
の
氏
名
が
記
載
さ
れ
て
い
た
が
、
当
該
社
員
の
都
合
に
よ
り
、
他
の
社
員
が
保
守

点
検
及
び
検
針
に
当
た
つ
た
場
合
、
既
に
当
該
社
員
の
認
印
を
押
し
た
電
子
計
算
機
使
用
時
間
通
知
書
の
用

紙
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
記
録
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
電
子
計
算
機
使
用
時
間
通
知
書
に
実
際
に
検
針
を
行

つ
た
者
以
外
の
者
の
氏
名
が
記
載
さ
れ
て
い
た
場
合
が
あ
つ
た
も
の
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

（三） 
Ｎ
Ｅ
Ｆ
Ｓ
社
の
社
員
に
よ
る
実
際
の
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
メ
ー
タ
ー
の
検
針
は
、
原
則
と
し
て
毎
月
第
一
月
曜
日
の

定
期
保
守
点
検
時
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
セ
ン
タ
ー
の
電
子
計
算
機
の
借
料
の
支
払
は
、
契
約
上
、
月
単
位

と
な
つ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
電
子
計
算
機
使
用
時
間
通
知
書
上
の
検
針
日
は
、
前
月
末
日
と
さ
れ
て
い
た
も

の
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

（五） 

（一）
に
お
い
て
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

一
〇 

 



（七） 

「
東
京
大
学
農
学
部
附
属
生
物
環
境
制
御
シ
ス
テ
ム
セ
ン
タ
ー
電
子
計
算
機
利
用
実
態
調
査
委
員
会
報
告

書
」
（
以
下
「
第
一
回
報
告
書
」
と
い
う
。
）
に
記
載
さ
れ
て
い
た
Ｃ
Ｐ
Ｕ
時
間
と
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
メ
ー
タ
ー
時
間
と
の

比
率
の
推
計
に
つ
い
て
は
、
「
東
京
大
学
農
学
部
附
属
生
物
環
境
制
御
シ
ス
テ
ム
セ
ン
タ
ー
（
セ
レ
ス
）
電
算

（六） 

昭
和
五
十
九
年
二
月
分
の
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
メ
ー
タ
ー
の
検
針
に
つ
い
て
は
、
同
年
三
月
六
日
に
、
セ
ン
タ
ー
の

担
当
者
が
メ
ー
タ
ー
の
数
値
を
読
み
取
つ
た
上
、
こ
れ
を
黒
板
に
記
録
し
、
同
年
三
月
十
二
日
に
行
わ
れ
た

保
守
点
検
時
に
、

Ｎ

Ｅ

Ｆ

Ｓ

社
の
社
員
が
黒
板
に
記
録
さ
れ
た
数
値
を
電
子
計
算
機
使
用
時
間
通
知
書
に
記

載
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
御
指
摘
の
資
料
に
お
い
て
は
、
検
針
日
を
同
年
三
月
六
日
と
し

た
も
の
で
あ
る
。 

な
お
、
電
子
計
算
機
使
用
時
間
通
知
書
に
三
装
置
分
の
使
用
時
間
を
記
入
し
て
い
た
の
は
、
昭
和
五
十
七

年
四
月
分
か
ら
で
あ
り
、
御
指
摘
の
元
技
官
と
Ｎ
Ｅ
Ｃ
と
の
協
議
は
、
そ
の
後
の
同
年
八
月
に
行
わ
れ
た
も

の
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

一
一 

 



四
に
つ
い
て 

（二） 

調
査
委
員
会
の
精
力
的
な
調
査
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
が
十
全
で
な
か
つ
た
こ
と

も
あ
つ
て
、
特
別
業
務
に
関
係
す
る
書
類
等
を
十
分
に
整
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
た
め
、
御
指
摘
の

問
題
に
つ
い
て
今
後
ど
の
よ
う
な
措
置
が
可
能
で
あ
る
か
を
東
京
大
学
に
お
い
て
検
討
中
で
あ
る
と
承
知

し
て
い
る
。 

（一） 

昭
和
六
十
年
九
月
三
日
内
閣
衆
質
一
〇
二
第
四
三
号
の
五
に
つ
い
て
に
お
い
て
述
べ
て
い
る
Ｎ
Ｅ
Ｃ
に
対

す
る
シ
ス
テ
ム
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
派
遣
等
の
要
請
に
つ
い
て
は
、
当
初
の
要
請
は
、
セ
ン
タ
ー
長
が
御
指

摘
の
元
技
官
を
介
し
て
口
頭
で
行
つ
た
も
の
で
あ
り
、
更
な
る
要
請
は
、
セ
ン
タ
ー
長
の
特
段
の
指
示
に

基
づ
く
も
の
で
は
な
い
が
、
同
元
技
官
が
行
つ
た
も
の
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

ろ
で
あ
る
。 

機
問
題
調
査
報
告
書
」（
以
下
「
第
二
回
報
告
書
」
と
い
う
。）
に
お
い
て
、
そ
の
誤
り
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ 

一
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五
に
つ
い
て 

（二） 

意
見
を
求
め
た
専
門
家
五
名
の
専
門
分
野
及
び
身
分
等
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

（一） 
専
門
家
に
提
示
し
た
資
料
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

（ 1） 

特
別
業
務
Ⅰ
、
Ⅱ
及
び
Ⅲ
に
関
す
る
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト 

（ 2） 

Ｂ
氏 

工
学
（
液
体
力
学
）
大
学
助
教
授 

（ 1） 

Ａ
氏 

理
学
（
原
子
核
物
理
学
）
元
大
学
教
授 

（ 5） 

月
刊
「
宝
石
」
（
昭
和
六
十
年
五
月
号
）
中
の
関
係
記
事 

（ 4） 

セ
ン
タ
ー
の
土
井
淳
多
教
授
が
作
成
し
た
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
使
用
に
関
す
る
調
査
報
告
」 

（ 3） 

第
一
回
報
告
書 

（ 2） 

特
別
業
務
Ⅰ
、
Ⅱ
及
び
Ⅲ
に
関
す
る
説
明
の
た
め
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
が
昭
和
六
十
年
四
月
二
十
六
日
の
調
査
委

員
会
に
提
出
し
た
資
料 

一
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（ 2） 

Ｄ
氏 

「
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
」
を
行
つ
て
い
た
こ
と
が
疑
え
る
。 

（ 1） 

Ａ
氏 

Ｎ
１
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
係
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
を
目
的
と
し
た
も
の
か
、
東
京
大
学
農
学

部
で
利
用
す
る
た
め
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
か
は
、
大
学
側
の
Ｎ
Ｅ
Ｃ
に
対
す
る
依
頼
の
内
容
に
よ
つ

て
決
ま
る
も
の
で
あ
る
。 

（ 5） 

Ｅ
氏 
工
学
（
電
子
工
学
） 

企
業
役
員 

（ 4） 
Ｄ
氏 

工
学
（
電
気
工
学
） 

大
学
教
授 

（ 3） 
Ｃ
氏 

工
学
（
電
子
工
学
）
大
学
講
師 

な
お
、
氏
名
の
公
表
に
つ
い
て
は
、
本
人
の
了
解
が
得
ら
れ
な
か
つ
た
。 

ま
た
、
各
人
の
所
見
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

し
か
し
、
そ
れ
が
、
「
Ｎ
１
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
開
発
業
務
」
そ
の
も
の
か
、
「
Ｎ
１
ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク
を
応
用

す
る
開
発
業
務
」
か
は
、
判
定
で
き
な
い
。
「
Ｏ
Ａ
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
」
と
、
Ｎ
１
ネ
ッ
ト
ワ
ー

一
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（三） 

セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
が
十
全
で
な
か
つ
た
こ
と
に
よ
る
関
係
資
料
等
の
欠
落
等
困
難
な
状
況
の
下
で
、

調
査
委
員
会
は
、
農
学
部
内
外
の
専
門
家
の
意
見
の
聴
取
、
各
種
資
料
の
調
査
、
関
係
者
か
ら
の
聞
き
取
り

調
査
等
可
能
な
限
り
の
手
段
を
尽
く
し
て
、
精
力
的
に
調
査
を
行
つ
た
も
の
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

（四） 

特
別
業
務
Ⅲ
に
つ
い
て
、
調
査
委
員
会
は
、
「
本
業
務
に
関
し
て
は
、
本
学
部
で
将
来
行
わ
れ
る
で
あ
ろ

（ 3） 

Ｅ
氏 

相
当
高
度
な
技
術
を
持
つ
た
者
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
で
あ
る
。 

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
が
完
成
し
た
な
ら
、
セ
ン
タ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
す
る
人
た
ち
は
、
セ
ン
タ
ー
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
の
み
な
ら
ず
、
Ｎ
１
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
網
を
も
多
面
的
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
こ

の
シ
ス
テ
ム
の
テ
ス
ト
が
将
来
直
接
的
に
セ
ン
タ
ー
の
た
め
に
役
立
つ
こ
と
に
な
る
こ
と
は
十
分
考
え
ら

れ
る
。 

な
お
、
Ｂ
氏
及
び
Ｃ
氏
は
、
特
別
業
務
Ⅲ
に
つ
い
て
は
、
特
段
の
意
見
を
述
べ
て
い
な
い
。 

ク
シ
ス
テ
ム
と
の
結
び
付
き
は
十
分
あ
り
、
Ｎ
１
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
応
用
し
て
Ｏ
Ａ
化
ネ
ッ
ト 

一
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六
に
つ
い
て 

（五） 

昭
和
五
十
九
年
八
月
に
、
セ
ン
タ
ー
が
電
子
計
算
機
の
利
用
促
進
の
た
め
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
に
対
し
シ
ス
テ
ム
・ 

（一） 

次
の
と
お
り
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

う
情
報
処
理
を
予
測
し
て
、
オ
フ
ィ
ス
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
を
目
指
し
た
も
の
と
い
う
見
方
も
で
き
る 

エ
ン
ジ
ニ
ア
の
派
遣
等
を
要
請
し
た
当
時
、
セ
ン
タ
ー
に
は
機
種
更
新
の
予
定
は
な
く
、
更
新
作
業
が
進
め

ら
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
も
な
い
と
承
知
し
て
い
る
。 

が
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
が
行
お
う
と
し
て
い
た
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
三
五
〇
の
利
用
に
よ
る
Ｎ
１
シ
ス
テ
ム
の
応
用
開
発
を
目
的

と
し
た
も
の
と
い
う
見
方
も
で
き
、
両
者
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
は
明
確
に
で
き
な
か
つ
た
。
」
と
い
う
結
論
を

得
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
説
明
、
専
門
家
の
意
見
の
聴
取
及
び
調
査
委
員
会
と
し
て
の
独
自
の
調

査
、
検
討
を
経
て
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

イ 

学
部
長
が
セ
ン
タ
ー
の
電
子
計
算
機
に
係
る
問
題
（
以
下
「
本
件
」
と
い
う
。
）
を
知
つ
た
時
期
昭
和
六

一
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ロ 

本
件
に
対
す
る
学
部
長
の
取
組
み 

（ 1） 

昭
和
六
十
年
三
月
十
五
日 

土
井
淳
多
教
授
が
作
成
し
た
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
使
用
に
関
す
る
調
査
報

告
」
の
内
容
の
事
実
関
係
を
確
認
す
る
た
め
、
和
田
照
男
教
授
及
び
高
倉
直
教
授
に
調
査
を
依
頼
し

た
。 

（ 4） 

昭
和
六
十
年
五
月
四
日 

農
学
部
臨
時
教
授
会
を
招
集
し
、
調
査
委
員
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
第
一
回

（ 3） 

昭
和
六
十
年
四
月
二
十
五
日 

農
学
部
教
授
会
で
右
の
調
査
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
承
認
を
得

た
。 

（ 2） 

昭
和
六
十
年
四
月
九
日 
農
学
部
学
科
主
任
・
施
設
長
会
議
で
右
の
二
名
に
森
島
賢
教
授
、
上
村
賢

治
助
教
授
を
加
え
た
調
査
委
員
会
の
設
置
を
提
案
し
、
了
承
を
得
た
。 

十
年
一
月
二
十
一
日
に
、
土
井
淳
多
教
授
が
作
成
し
た
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
使
用
に
関
す
る
調
査
（
中
間
報 

告
）
」
に
よ
り
本
件
を
知
つ
た
。 
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（ 8） 

昭
和
六
十
年
十
一
月
二
十
八
日 

第
二
回
報
告
書
を
農
学
部
教
授
会
に
報
告
し
、
承
認
を
得
た
。 

（ 7） 

昭
和
六
十
年
六
月
二
十
七
日 

右
の
調
査
委
員
会
委
員
の
追
加
並
び
に
補
充
調
査
実
施
を
農
学
部

教
授
会
に
提
案
し
、
了
承
を
得
た
。
委
員
の
構
成
は
、
従
来
の
委
員
四
名
に
、
玖
村
敦
彦
、
南
雲
秀

次
郎
、
戸
田
昭
三
、
藤
原
公
策
の
各
教
授
、
二
村
義
八
朗
、
石
津
敦
、
唐
木
英
明
の
各
助
教
授
の
七

名
を
加
え
た
十
一
名
で
あ
る
。 

（ 6） 

昭
和
六
十
年
六
月
二
十
六
日 

農
学
部
臨
時
学
科
主
任
会
議
で
、
調
査
委
員
会
委
員
を
追
加
し
て

補
充
調
査
を
行
う
こ
と
を
提
案
し
、
了
承
を
得
た
。 

（ 5） 
昭
和
六
十
年
五
月
二
十
日 

農
学
部
組
織
・
運
営
検
討
委
員
会
準
備
委
員
会
に
セ
ン
タ
ー
を
含
む

農
学
部
附
属
施
設
の
在
り
方
及
び
管
理
運
営
の
見
直
し
な
ど
に
つ
い
て
諮
問
し
た
。 

報
告
書
に
つ
い
て
報
告
し
た
。 

な
お
、
学
部
長
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
と
の
交
渉
は
行
つ
て
い
な
い
。 
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九
に
つ
い
て 

八
に
つ
い
て 

七
に
つ
い
て 

第
二
回
報
告
書
中
の
御
指
摘
の
記
述
は
、
昭
和
六
十
年
七
月
十
三
日
に
調
査
委
員
会
が
行
つ
た
Ｎ
Ｅ
Ｃ
か
ら

の
聞
き
取
り
調
査
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

第
一
回
報
告
書
の
一
部
誤
り
に
つ
い
て
は
、
第
二
回
報
告
書
で
指
摘
、
訂
正
し
て
お
り
、
昭
和
六
十
年
十
一

月
二
十
八
日
に
行
わ
れ
た
農
学
部
長
及
び
調
査
委
員
会
委
員
長
と
東
京
大
学
大
学
記
者
会
と
の
会
見
に
お
い
て

も
説
明
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

（二） 
Ｎ
Ｅ
Ｃ
が
セ
ン
タ
ー
の
電
子
計
算
機
を
使
用
し
た
の
は
、
セ
ン
タ
ー
の
電
子
計
算
機
の
利
用
促
進
の
た 

め
、
セ
ン
タ
ー
長
等
が
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
に
対
し
シ
ス
テ
ム
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
派
遣
等
を
要
請
し
た
こ
と
に
基
づ
く

も
の
で
あ
つ
た
と
承
知
し
て
い
る
。 

一
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二
〇 

本
件
は
、
主
要
な
電
子
計
算
機
が
必
ず
し
も
有
効
に
活
用
さ
れ
ず
、
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
が
十
全 

で
な
か
つ
た
こ
と
も
あ
り
、
民
間
企
業
に
よ
る
不
正
使
用
の
疑
い
を
招
く
に
至
つ
た
も
の
で
、
極
め
て
遺
憾
な

こ
と
で
あ
り
、
東
京
大
学
農
学
部
と
し
て
も
真
剣
に
受
け
止
め
、
今
後
再
び
こ
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
な
い
よ

う
、
セ
ン
タ
ー
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
管
理
運
営
に
万
全
を
期
し
、
大
学
の
使
命
で

あ
る
教
育
研
究
の
着
実
な
遂
行
に
努
め
る
所
存
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

十
に
つ
い
て 

関
係
資
料
等
の
欠
落
等
困
難
な
状
況
の
下
で
、
東
京
大
学
農
学
部
及
び
文
部
省
と
し
て
は
、
最
大
限
の
努
力

を
し
て
事
実
関
係
の
究
明
に
努
め
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

右
答
弁
す
る
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